
氏名 木村　圭司

学部担当科目

・地理学実習（一）
・水文学
・地理学講読・調査法（二）
・地理学演習（二）
・地理学卒業演習（二）
・環境地理学I

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・水文・気候学特論
・自然地理学演習

授業科目

平　成　27　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本地理学会、人文地理学会、日本気象学会、地理情報システム学会、リモートセンシング学会、
写真測量学会、日本アフリカ学会、北海道地理学会、奈良地理学会、奈良大地理学会、米国地球
惑星物理学連合

自然環境の変化と人間の対応

学生の教育の一環として、連名で学会発表を行った。（学部2回生と2度、昨年度卒論生と1度）

日本地理学会編集専門委員、人文地理学会編集委員、奈良地理学会総務担当

東京大学大学院理学系研究科地理学専攻　博士課程（単位取得満期退学）

博士（理学、東京大学）

地理学，気候学，地理情報システム，リモートセンシング

最終学歴

　【研究上の特記事項】
2016年1月19～21日にスリランカ・コロンボ市で開催された国際会議「センチネルアジア第3回プロ
ジェクトチーム合同会議（JPTM2016)、および同森林火災ワーキンググループ」に日本からの専門家
として招待され、発表及び打ち合わせを行った。

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

全学人事委員会委員、全学教務委員、文学部人事委員会委員、文学部教務委員

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目 ・気候学



共著

共著

共著

単著

共著

単著

共著

単著

⑤香川県における神社の分布と
瀬戸内海からの見通し

2015年10月 地理情報システム学会
木村圭司・植松恭平の連名。要旨は地
理情報システム学会第24回学術研究発

表大会予稿集（CD-ROM版）

②インドネシアにおける降水と土
壌水分の応答

③福島県におけるローカルヒー
ローの活用～地域活性化と震災
復興を目的として～

④夏季におけるモンゴルの降水
量と低気圧の構造変化

⑥ユーラシア大陸中央部におけ
る夏季の低気圧と降水

梅宮初音・木村圭司の連名。 要旨は
2015年度日本地理教育学会 第65回大
会発表要旨集， 27．

①奈良の盆地霧の発生条件

高校地理Bでシェア率No.1の教科書。p
6-7, 50-56, 60-75, 78-79, 82-92 を執
筆。

③

①

③

（その他）

②

（学会発表）

2015年7月

①

②

梅宮初音・木村圭司の連名

2015年度日本地理教育学会要旨は 第
65回大会発表要旨集， 19．

②GISによる衛星画像の分析

③

要旨は日本地理学会発表要旨集, 89,
193.

要旨は日本地理学会発表要旨集, 88,
136.

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①高等学校教科書「新詳地理
B」

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

『四訂版　GISと地理空間情報』, 橋本雄
一編，古今書院,　118-129.

帝国書院2016年3月

2016年3月 古今書院

2016年3月

北海道地理学会

日本地理教育学会

日本地理教育学会

日本地理学会

日本地理学会

2015年7月

2015年9月

2015年6月


